
1

足羽川の桜づつみについて

平成２０年１０月１８日

足羽川桜づつみ協議会

◇足羽川桜づつみ協議会 委員
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◇計画検討の経緯

平成１９年３月１５日 第１回
・足羽川桜づつみ協議会の設立について

・桜堤整備の実施計画案について

平成１９年５月１１日 第２回 ・植栽計画、施設計画、維持管理について

平成１９年６月２６日 第３回
・植栽計画、維持管理について

・撤去する桜の有効利用について

・協議内容に関するとりまとめ第４回平成１９年７月２４日

年 月 日 協議会 実 施 内 容

足羽川桜づつみ協議会 協議状況
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報告書として、県・福井市へ提出
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◇計画検討の経緯

●道路を狭めない

●景観の変化を緩和させる

（川側の桜の段階的撤去）

●擁壁をできる限り低くする
（スペースの関係で移植は困難）

●擁壁を目線まで下げる

検討会提言

を受けた案

住民意見を

取入れた（１）

住民意見を

取入れた（２）

最終案

＜沿川住民＞

★道路幅の減少には

絶対反対

★高い擁壁は圧迫感が

あり反対

＜一般市民＞

★現況の桜並木の保存

★桜トンネルを強く望む

＜桜づつみ協議会＞

★高い擁壁による

圧迫感の軽減

＜沿川住民＞

ワークショップ

★高い擁壁による

圧迫感の軽減

移植案 新植案

移植案 新植案

新植案 (将来)

多様性案 (将来)
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◇桜堤の保全イメージ

66

擁壁高さを低く
し、地被植栽で
圧迫感を軽減

ソメイヨシノ系を
中心に多様な桜
を植栽

枯れたものから
段階的になくな
っていく



◇ 植栽計画

利用に合わせたゾーニング

新明里橋

足羽山

木田橋

ＪＲ橋
泉 橋

幸 橋

桜 橋

九十九橋

花月橋

＜花月橋～幸橋＞

・ソメイヨシノ系を主体に

・４月上旬に一斉開花

＜幸橋～木田橋＞
・長い期間観賞できるように
・病害虫が少ない野生種を多く

一斉に開花 開花時期を変える

（３下～４上） （４上～４下）
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ヨウシュン

(４月上旬)

エドヒガン

(３月下旬)

ベニシダレ

(３月下旬)

コシノヒガン

(３月下旬)

ｼﾞﾝﾀﾞｲｱｹﾎﾞﾉ

(４月上旬)
コマツ
オトメ

(４月上旬)

オオシマ
ザクラ

(３月中旬)

ヤマザクラ
(４月上旬)

オオヤマ
ザクラ

(４月中旬)

八重ベニ
シダレ

(４月上中旬)

シダレザクラ

(３月下旬)

オモイガワ

(４月上中旬)

ウジョウ
シダレ

(４月上中旬)

カワズザクラ

(３月上下旬)
カンヒザクラ

(３月下旬)

センダイヤ

(４月上中旬)
ｹﾝﾛｸｴﾝｸﾏｶﾞｲ

(４月中旬)

イチヨウ

(４月中旬)

ﾊﾞｲｺﾞｼﾞｭｽﾞｶ
ｹｻﾞｸﾗ

(４月下旬)

サノザクラ

(４月中旬)

カンザン

(４月下旬)
フゲンゾウ

(４月下旬)
ウコン

(４月下旬)

ギョイコウ

(４月下旬)
ｹﾝﾛｸｴﾝｷｸｻﾞｸﾗ

(４月下旬)

ＪＲ橋

泉 橋

幸 橋

桜 橋

桜橋～幸橋 幸橋～ＪＲ橋

木田橋

◇ 植栽計画

桜の品種の選定

＜桜の品種選定＞

・冬に強い品種

・病害虫に強い品種

・開花時期の異なる品種

・実をつける品種

・多様な品種
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◇その他の施設計画 ◇撤去した桜の有効利用
長年に渡って市民に親しまれてきた桜であるため、撤去して処分す

る前に、できるだけ木を活かした利用計画を進めていく。
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◇桜堤の維持管理

今後の維持・
管理体制（例）

市民組織の発足

（福井桜守の会）

市民組織の発足

（福井桜守の会）
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◇景観イメージ （１）

【 桜橋～幸橋 】

堤防下からの景観

（植栽1年後）

堤防下からの景観

（植栽10年後）

桜

橋

Ｊ
Ｒ
橋

木
田
橋

泉

橋

幸

橋
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堤防下からの景観

（植栽1年後）

◇景観イメージ （２）

堤防下からの景観

（植栽10年後）

【 幸橋～泉橋 】

桜

橋

Ｊ
Ｒ
橋

木
田
橋

泉

橋

幸

橋
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協議会後の進捗状況について
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◇撤去した桜の有効利用（１）

ﾌｪﾆｯｸｽﾊﾟｰｸ

日野川桜づつみごっつおさん亭

１．公共施設や一般

公募先へ移植

１．公共施設や一般

公募先へ移植
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◇撤去した桜の有効利用（２）

朝市のテーブル製作

「さくらのおはし」 福井商工会議所青年部

２．引き取り先の一般公募
・記念の「さくらのおはし」
・住民グループによる朝市のテーブル
・伝統演劇の拍子木や舞台装置
・ハンカチやスカーフの桜染め
・まきやキノコの原木

２．引き取り先の一般公募
・記念の「さくらのおはし」
・住民グループによる朝市のテーブル
・伝統演劇の拍子木や舞台装置
・ハンカチやスカーフの桜染め
・まきやキノコの原木
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◇撤去した桜の有効利用（３）

３．温暖化防止

研究に活用

３．温暖化防止

研究に活用

福井新聞

（Ｈ２０．１．９）

ＣＯ２固定量調査
に関する新聞記事
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◇桜堤の配植のイメージ（１）

桜

橋

幸

橋

ヨウシュン ジンダイアケボノ コマツオトメ ソメイヨシノ

ヤマザクラ

オモイガワ ベニユタカ
春のイベントや観光に対応するため、４月上旬を
目処に一斉に花を楽しめるようにする

・植栽品種 ７種
・植栽本数 ４２本

桜橋～幸橋

ポイント的に大きな
桜を植栽
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◇桜堤の配植のイメージ（２）

泉

橋

幸

橋

幸橋～泉橋

開花の異なる園芸種や野生種を多く植栽し、４月
上旬～中旬にかけて花を観賞できるようにする

・植栽品種 １５種 ・植栽本数 ５６本

ヨウシュン

コヒガン オモイガワ タオヤメ イチヨウ シロタエ

ベニユタカ タオヤメ センリコウ シュジャク ﾐｸﾙﾏｶﾞｴｼ タイハク

ｼﾞﾝﾀﾞｲｱｹﾎﾞﾉ ソメイヨシノ

ヤマザクラ

ポイント的に大きな
桜を植栽
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◇桜堤の配植のイメージ（３）

幸橋～泉橋

開花の異なる園芸種や野生種を多く植栽し、４月
上旬～下旬にかけて花を観賞できるようにする
・植栽品種１８種 ・植栽本数５２本（移植２本）

ヤマザクラ

泉

橋

Ｊ
Ｒ
橋

ヨウシュン ｼﾞﾝﾀﾞｲｱｹﾎﾞﾉ ソメイヨシノ

イチヨウ

シュジャク

シロタエ

ミクルマガエシ

タイハク

ウコン

タオヤメ

ウジョウシダレ

センリコウ

カンザン

ﾋﾖﾄﾞﾘｻﾞｸﾗ

フゲンゾウ

エドヒガン ｵｵﾔﾏｻﾞｸﾗ

ポイント的に大きな
桜を植栽

既存桜も移植
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◇植栽10年後の景観イメージ（ＣＧ）
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